
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 113 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 言語文化 単位数 2単位 年次 １年次 

使用教科書 「精選 言語文化」 （第一学習社） 

副教材等  ビジュアルカラー国語便覧 改訂版 （大修館書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「言語文化」では、様々な文章に親しんで「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話

す・聞く能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・授業には、話し合いや文章記述、発表などの場もありますが、自ら学ぶ姿勢をもって参加してください。 

・古典分野では、有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、内容を正しく理解するために語彙力や文法の知識をし

っかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・授業を受けていて疑問に感じたことは、早目に質問してください。 

・課題・提出物は期限内に提出しましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

１）目的や場にふさわしい語句を選び、思いや考えを適切に表現することができる。 

目的や場に応じて文章の内容や構成、及び登場人物の心情を的確に理解することができる。 

２）人間関係において互いの立場や考えを尊重し、相互理解を深め、適切に意思を伝え合うことができる。 

言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

３）伝統的な言語文化に対する関心を深め、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要な

国語の知識や技能を身に付ける

とともに、我が国の言語文化の特

質や我が国の文化と外国の文化

との関係について理解を深めよ

うとしている。 

論理的に考える力や深く共感し

たい、豊かに想像したりする力

を伸ばし、他者との関わりのな

かで伝え合う力を高め、自分の

思いや考えを広げたり、深めた

りすることができるようにして

いる。 

言葉がもつ価値への認識を深め

るとともに、生涯にわたって読者

に親しみ自己を向上させ、わが国

の言語文化の担い手としての自

覚をもち、言葉を通して他者や社

会に関わろうとする態度を養お

うとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

古典の文章に慣れるとともに、

現代に通じる話の面白さや人間

描写の巧みさを知る。 

ａ：我が国言語文化に特徴的な語句の量を

増やし、それらの文化的背景について

理解を深め、語感を磨き語彙を豊かにし

ている。 

ｂ：[読]において、文章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開などについて叙述を

基に的確に捉えている。 

ｃ：積極的に説話を読み味わい、互いに話

の面白さを伝え合おうとしている。 

 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

『宇治拾遺物語』 

児のそら寝 

登場人物の行動や心理をもとに

場面の展開を捉え、主人公の

決断に与えた影響を読み取る。 

ａ：・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢

字を書き、文や文章の中で使用してい

る。 

・我が国の言語文化への理解につなが 

る読書の意義と効用について理解を深 

めている。 

ｂ：[読]において、作品に表れているものの

見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解

釈している。 

ｃ：登場人物の行動や心理を根鉢強く読み

解き、内容や展開を捉えようとしている。 

 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

芥川龍之介 

『羅生門』 

自由に記述された随筆を読ん

で、当時の人々の生活感覚や

興味の対象を知り、ものの見方・

考え方を理解する。 

ａ：古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な分後の決まりや古典特

有の表現などについて理解を深めてい

る。 

ｂ：[読]において、文章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開などについて叙述を

基に的確に捉えている。 

ｃ：作品に表れたものの見方、考え方や美

意識を積極的に理解し、学習課題に沿

って自分の考えを伝え合おうとしている。 

 

 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

清少納言 

『枕草子』はしたなきもの 

二

学

期 

我が国の伝統文化の一つであ

る、短歌・俳句の鑑賞の仕方を

理解し、近代を代表する歌人・

俳人の作品を味わう。 

ａ：我が国の言語文化に特徴的な表現の技

法と、その効果について理解している。 

ｂ：[読]において、文章の種類を踏まえて内

容や構成、展開などについて叙述を基

に的確に捉えている。 

ｃ：形式や表現を進んで理解し、学習の見

通しをもって文芸に親しもうとしている。 

 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

その子二十 

こころの帆 

話の中での和歌が果たしている

役割を抑え、歌物語の特徴と読

みとき方を理解する。 

ａ：・古典の世界に親しむために、作品や文

章の歴史的・文化的背景などに理解を

深めている。 

ｂ：[読]において、文章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開などについて叙述を

基に的確に捉えている。 

ｃ：歌ものあたりに積極的に親しみ、学習課

題に沿って和歌の果たす意味を捉えよう

としている。 

 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

『伊勢物語』 

筒井筒 
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※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （          ）時間 

  ・書くこと      …  （    ５     ）時間 

  ・読むこと      …  （    ６５    ）時間 

読み比べをする 
ａ：我が国の言語文化への理解につながる

読書の意義と効用について理解を深め

ている。 

ｂ：[読]において、文章の構成や展開、表現

の仕方、表現の特色について評価して

いる。 

ｃ：『伊勢物語』の同話と積極的に読み比べ

『大和物語』の表現の特色を評価してい

る。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

『大和物語』 

沖つ白波 

詩独特の表現技法や構成など

を理解し、作品に託されたメッセ

ージを読み取る。 

ａ：我が国の言語文化に特徴的な表現技法

とその効果について理解している。 

ｂ：[読]において作品に表れているものの見

方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈

している。 

ｃ：繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを

理解しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

中原中也 

「一つのメルヘン」 

茨木のり子 

「自分の感受性くらい」 

三

学

期 

 

我が国の伝統芸能に関する文

章を読んで、扱われている題材

や内容、表現の技法などについ

て興味を広げる。 

ａ：常用漢字の読みになれ、主な常用漢字

を書き、文や文章の中で使用している。 

ｂ：[書]において、調査した内容の中から適

切な題材を決め、集めた材料を吟味し

て、表現したいことを明確にしている。 

ｃ：我が国の伝統芸能について書かれた文

章を積極的に読み、自分の考えをもとう

としている。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

 

「人形浄瑠璃文楽―三業一体

の技」 

三つの小動物の死と関連して心

境が語られる構成を読み取り、

作中に示された死生観につい

て考えを深める。 

ａ：我が国の言語文化への理解につながる

読書の意義と効用について理解を深め

ている。 

ｂ：[読]において、作品に表れているものの

見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解

釈している。 

ｃ：作品に表れている死生観を捉え、内容

を解釈しようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

志賀直哉 

『城の崎にて』 

俳諧紀行文における散文と区

の関係を理解し、作品に表れた

作者の思想や心情を捉える 

ａ：言葉には、文化の継承、発展、想像を支

える働きがあることを理解している。 

ｂ：[読]において、文章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開などについて叙述を

基に的確に捉えている。 

ｃ：俳諧紀行文の特徴を積極的に理解し、

学習課題に沿って作者の感じ方や考え

方を捉えようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

振り返りシート 

松尾芭蕉 

『奥の細道』 立石寺 


